
　

鈴鹿市津波避難施設整備事業補助制度について
津波浸水予測区域に立地し、海岸線に直接面していない場所にある民間施設に対し、下記のアまたはイの要件を満たす津波

避難施設の整備工事費の一部を補助します。 ※ 工事契約・着工の前に事前申込みが必要です。

補助対象事業となる整備工事費
避難場所及びその避難経路を整備する下記の工事が対象

新設の施設（施設の階数は問いません。）
昭和56年6月1日以降の新耐震設計基準の施設

・鉄筋コンクリート造

・鉄骨鉄筋コンクリート造

・所定の基準により津波の安全性が確認された鉄骨造

（重量鉄骨ラーメン構造）

・避難場所に設置する避難者が

使用するトイレ

・屋外避難場所の日除け

・避難場所の空調

・避難階段、階段室

（法律上設置義務のないもの）

・避難スペース、デッキ

・転落防止柵

（高さ1.1ｍ以上）

・階段の手すり

・避難案内表示板

・避難誘導灯、照明

・地震時に自動で鍵が開く装置

・非常用発電機

・車いす利用者が通るスロープ 等

補助金交付から10年以上

津波避難施設として使用すること

（補助金交付の条件）


